
 

 

～ 日本海難防止協会シンガポール連絡事務所発SRO news ～ 

（Ref No：22－011） 

 

１ パラオの 2本目の海底ケーブルプロジェクト（※SRO News22-008参照）に

ついて、Belau Submarine Cable Corporation（BSCC）は、ガラスマオ州の港か

ら海底ケーブルの敷設を開始した。このセグメントは 100 ㎞先の分岐ユニット

まで敷設され、2023年第 3四半期に完成し、パラオのケーブルは 2024年第 1四

半期に接続される見込み。 

原文 

（7th June 2022, Island Times） 

 

２ パラオ下院は 2022 補正予算で、Blue Prosperity Plan 法案を通過させ、

パラオ国立海洋保護区法（PNMS 法）を 10 対 4 で可決・修正した。法案は上院

に送られた。法案は、PNMS の管理全体を農業・水産・環境省（MAFE）の下に置

き、同大臣には、3 年間の調査期間内に禁漁区で「地域コミュニティベースの」

漁業者による試験操業を実施する権限を与えるなど、PNMS に大幅な変更を加え

るものとなっている。 

原文 

（7th June 2022, Island Times） 

 

３ パラオ首長会議は上院議長への書簡で、パラオ国立海洋保護区法の修正法

案を可決しないよう議員に要望した。 

原文 

（10th June 2022, Island Times） 

 

４ パラオで国家安全保障戦略がウィップス大統領から議会に提出された。大

統領令に基づき、国家安全保障調整官が作成した。 

原文 

（7th June 2022, Island Times） 

 

５ ミクロネシア連邦のカンディー・エリエイサー外相と在ミクロネシアの道

上大使は、小型パトロール艇 4 隻および 270 万ドル相当のディーゼル燃料供与

についての協定に調印した。小型パトロール艇はヤップ、チューク、ポンペイ

およびコスラエの 4州に配備される予定。 

原文 

（7th June 2022, Island Times） 

※参考：在ミクロネシア日本国大使館（リンク参照） 

 

https://islandtimes.org/second-submarine-fiber-optic-cable-laid/
https://islandtimes.org/blue-prosperity-plan-bill-passed-in-supplemental-budget/
https://islandtimes.org/ngdi-teketekel-ma-terrudel-says-rubekul-belau-of-pnms-proposed-amendment/
https://islandtimes.org/national-security-office-issues-national-security-strategy/
https://islandtimes.org/each-fsm-state-to-receive-a-japanese-patrol-boat-to-promote-near-shore-security/
https://www.micronesia.emb-japan.go.jp/itpr_ja/11_000001_00325.html


６ ミクロネシア連邦（FSM）は、豪州が提供するガーディアン級監視船「FSS 

Tosiwo Nakayama」を正式に迎え入れた。旧巡視船より大きく、速く、航続距離

が長くなり、1 タンク分の燃料でパラオとポンペイを往復できる。また、乗組

員数は旧巡視船が 14〜18人だったのに対し、FSS Tosiwo Nakayama は 23人と

なる。 

原文 

（4th June 2022, Kaselehlie Press） 

 

７ マーシャル諸島海上警察（RMI Sea Patrol）の「Lomor 3」は、豪州が資金

提供する新たな巡視船が RMIに到着する 2024年まで使用期間を延長するため、

豪州に向かい修理を行う。豪州大使館によれば、RMI 向けの新たなガーディア

ン級巡視船の引き渡しは、2024年半ばまでに行われる予定。 

原文 

（10th June 2022, Marshall Islands Journal） 

 

８ フィジー首相で太平洋諸島フォーラム（PIF）議長でもあるバイニマラマ

氏は、フィジー・スバで開催されたハイレベル政治対話後、地域の連帯を呼び

かけた。ミクロネシア地域は、現在の PIF 事務局長が退任しなければ PIF をボ

イコットすると述べていたが、フィジーが PIF 事務局長を地域ごとの交代制に

することを提案し、この合意が文書化されたことで解決された。 

6 月 7 日に達した合意の下、現在の PIF 事務局長であるヘンリー・プナ氏は

任期を全うすることとなり、その後事務局長は 3 つのサブ地域間で交代する。

ミクロネシア地域は、2024 年のプナ氏任期終了後の事務局長を担う。また、海

洋委員会事務所（Office of the Oceans Commissioner）が PIF事務局（※フィ

ジー）からミクロネシア地域に移される予定で、PIF サブ地域事務所もミクロ

ネシア地域に置かれることになる。また、事務局次長ポストについてもサブ地

域で持ち回りとなる。 

原文 

（9th June 2022, Fijian Broadcasting Corporation） 

原文 

（8th June 2022, Marianas Variety） 

原文 

（9th June 2022, Island Times） 

 

９ ニュージーランドは、太平洋海上安全プログラム（Pacific Maritime 

Safety Programme）を今後 4年間継続する。Maritime New Zealand は、クック

諸島、キリバス、ニウエ、サモア、トケラウ、トンガおよびツバルに対し、

1,200万 NZドル（※約 746万ドル）を提供する予定。 

原文 （※Maritime Safety programme extended for four more years の部分） 

（8th June 2022, Radio NZ） 

 

https://www.fbcnews.com.fj/news/forum-chair-calls-for-regional-solidarity/
https://www.mvariety.com/news/micronesian-members-will-stay-in-pacific-islands-forum/article_b0e34128-e6c8-11ec-91cf-23ea215eec9d.html
https://islandtimes.org/palau-stays-in-pacific-island-forum/
https://www.rnz.co.nz/international/pacific-news/468718/pacific-news-in-brief


10 世界銀行はソロモン諸島に対し、同国に対しては過去最大の 1 億 3,000 万

ドルのプロジェクトおよび支援のための資金提供を計画している。まず初めに、

空港の大規模改修および道路や橋のアップグレードに 8,900 万ドルが割り当て

られる。今年初め、中国最大の防衛・航空宇宙企業が、ソロモン諸島を地域の

「航空ハブ」にする野心的な計画の一環として、同諸島の約 30カ所の滑走路の

整備を約束し、ソロモン諸島政府はその見返りとして、AVIC Commercial 

Aircraft社から 6 機の航空機を購入することを発表していた。 

原文 

（3rd June 2022, Radio NZ） 

 

  

https://www.rnz.co.nz/international/pacific-news/468415/bank-s-multi-million-investment-in-solomons-infrastructure


 

 

 



 


